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ナレッジスイート株式会社

2022年7月

※リリース当日までに、画像イメージ等に変更がある場合があります。
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＜2022年7月リリース内容＞

1

１．「テーブルの管理」の機能強化
・「エディタ」に「削除時に画像を削除」を追加
・「ビュー」にフィルタの有効化/無効化の設定を追加
・「ビュー」に「フィルターの状態を保持」「ソートの状態を保持」を追加
・「エクスポート」に「標準エクスポートを許可」を追加
・「プロセス」の通知に「通知種別」を追加
・「リマインダー」に「リマインダー種別」を追加

２．「通知」および「リマインダー」の通知先の機能強化
３．レコードのインポートで任意の項目をキーに指定できる機能を追加
４．エディタ項目に設定値を追加

・チェック項目に「入力必須」オプションを追加
５．「テナントの管理」の機能強化（※開発者向け）
６．ルックアップに上書きを制御する機能を追加（※開発者向け）



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-1 「エディタ」に「削除時に画像を削除」を追加

2

テーブルの管理の「エディタ」タブにて、設定項目に「削除時に画像を削除」のチェックボックス追加します。
（※デフォルトはチェックあり）

本機能は、同一の画像URL（ ![image]～）を複数レコード
にて使用していた場合にご活用いただける機能です。

例えば、画像が貼付されているレコードをコピーした場合、
同一の画像URLがコピー先にもリンクされます。
デフォルト（チェックあり）では、画像を貼付した元レコードを
削除した場合には、コピー先のレコードの画像は削除されてしまいます。
「削除時に画像を削除」のチェックを外すと、画像を貼付した
元レコードを削除した場合でも、コピー先のレコードでは画像が
表示されたままとなります。



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-2 「ビュー」にフィルタの有効化/無効化の設定を追加

3

テーブルの管理の「ビュー」タブにて、「フィルタ」の設定項目に「フィルタの設定」を追加します。
ビューごとにフィルタ設定領域で使用する項目の有効化/無効化ができるようになります。



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-3 「ビュー」に「フィルターの状態を保持」「ソートの状態を保持」を追加

4

テーブルの管理の「ビュー」タブにて、「フィルタ」の設定項目に「フィルターの状態を保持」、「ソータ」の設定項目に
「ソートの状態を保持」を追加します。
設定すると、フィルタ、ソートの状態を保持したままビューを切り替えることが可能になります。



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-4 「エクスポート」に「標準エクスポートを許可」を追加

5

テーブルの管理の「エクスポート」タブにて、設定項目に「標準エクスポートを許可」のチェックボックス追加します。
エクスポート時の書式項目において「標準」の表示/非表示が設定できるようになります。（※デフォルトはチェックあり）

■チェックあり（「標準」が表示される） ■チェックなし（任意で設定した書式のみ表示される）



■１．「テーブルの管理」の機能強化

Copyright © KnowledgeSuite Inc. All Rights Reserved.

1-5 「プロセス」の通知に「通知種別」を追加

6

テーブルの管理の「プロセス」タブにて、「通知」の設定項目に「通知種別」を追加します。
通知先にInCircle等のチャットツールを指定できるようになります。（※設定方法はテーブルの管理＞通知機能と同じです）



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-6 「リマインダー」に「リマインダー種別」を追加

7

テーブルの管理の「リマインダー」タブにて、設定項目に「リマインダー種別」を追加します。
通知先にInCircle等のチャットツールを指定できるようになります。（※設定方法はテーブルの管理＞通知機能と同じです）
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■２．「通知」および「リマインダー」の通知先の機能強化

「通知」「リマインダー」において、種別が「メール」の場合の宛先に組織/グループを指定できるようになります。
無効となっている組織/グループには通知されません。

※組織IDやグループIDは、管理メニューで確認できます

アドレスの指定 説明

[Dept1] 組織IDが「1」の組織に所属するユーザに通知されます

[Group1] 
グループIDが「1」のグループに所属するユーザ/組織に通
知されます

＜アドレスに分類項目を指定する＞

分類項目の表示名
分類項目の
選択肢一覧

アドレスの指定 説明

組織 [[Depts]] [組織]
対象レコードの分類項目に設定された組
織に所属するユーザに通知されます

グループ [[Groups]] [グループ]

対象レコードの分類項目に設定されたグ
ループIDに所属するユーザ/組織に通知さ
れます

＜アドレスにIDを直接指定する＞
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■３．レコードのインポートで任意の項目をキーに指定できる機能を追加

分類、内容、タイトル、説明項目の詳細設定に「インポートのキー」を追加します。
設定すると、レコードをインポートする際のキー項目として利用できるようになります。
同一キーが複数レコードある場合はインポートエラーとなるため、キーとして利用する場合は「重複禁止」との併用がおすすめです。



Copyright © KnowledgeSuite Inc. All Rights Reserved. 10

■４．エディタ項目に設定値を追加

以下エディタ項目の「詳細設定」に設定を追加します。
・チェック項目に「入力必須」オプションを追加
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■５．「テナントの管理」の機能強化（※開発者向け）

「テナントの管理」の「HTMLタイトル」に “[Action]” 機能を追加します。
設定すると、「一覧」「編集」「カレンダー」などそのページの種別がタイトルバーに表示されるようになります。

＜表示イメージ＞

＜設定例＞
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■６．ルックアップに上書きを制御する機能を追加（※開発者向け）

ルックアップの転記先項目に値が入っていない場合のみ値を転記するように設定可能となります。

■設定例

下記の例では「グループ」を選択肢に設定し、「グループ」を選択した際に、「グループ名称」を分類Eに転記します。
このとき分類Eに値が設定されている場合は上書きせず、分類Eに値が設定されていない場合のみ転記します。

選択肢 説明

Overwrite

Toで指定した項目に既に値が設定されている場合は上書きせず、値が設定され
ていない場合のみ転記したい場合は false を指定します。
Overwriteは省略可能です。省略した場合の規定値は true です。


